
































所作タントラ 『一切陀羅尼』 ・ 『甚妙慧タントラ』 ・ 『最勝舞者タントラ』
． 『妙成就正行タントラ』 ・ 『妙臂請問タントラ』 ・ 『文殊
根本タントラ』 ・ 『文殊秘密タントラ』 ・ 『金剛頂髻タント
ラ』 ・ 『不空調索タントラ』 ・ 『制圧大タントラ』
行タントラ 『大日経』 ・ 『金剛手潅頂タントラ』
分別タントラ嗽度仏母種種出現タントラ』 ・ 『厳飾三記句王タントラ』 ・
『一切分別集』
両タントラ 『王幻化網タントラ』 ・ 『蓮華歌舞自在タントラ』
琉伽タントラ 『真実摂経』 ・ 『吉祥最勝第一タントラ』 ・ 『三界中勝タン
トラ』 ・ 『聡伽制圧タントラ』 ・ 『金剛頂タントラ』
大職伽タントラ 『吉祥秘密集会タントラ』 ・ 『月密明鮎タントラ』 ・ 『黒
獄帝タントラ』 ・ 『吉祥最勝第一タントラ』 ・ 『摂一切天タ
ントラ』 ・ 『一切密タントラ』 ・ 『律有義タントラ』 ・ 『智
金剛普集タントラ』 ・ 『大遍照現等神変加持タントラ』 ・
『小虚空量タントラ』 ・ 『無二最勝タントラ』 ・ 『金剛頂婁
タントラ』
無上琉伽タントラ 『大虚空量吉祥輪密戒タントラ』 ・ 『金剛空行タントラ』
． 『金剛四位タントラ』 ・ 『大幻化タントラ』 ・ 『正覚平等






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ないことで、 ［これまで］見ておらず、 ［現在も］見ず、 ［これからも］見
ないであろう。
大乗は大海のように深く、虚空のように広大である。師がいなければ自
分が喜ぶように説き、その経典と論書の経函を見ることだけで満足し、師
に頼らない。
彼らは大乗の説の順序さえも知らないので、深く広大な意味を見ること
がどこにあろうか。大乗のよい薫習がある正しい師により支持された人は、
注91Tib.:”ﾉ6α""yodpafJ画21ｨαテキストの確認はできていない。
(29）
ディーパンカラシュリージュニャーナの『菩提道灯論細疏』和訳(7)(望月）
何れかの賢者に従う。
説法が滅び、大きな恐怖がある今この時に生まれたので、分別をもつ賢
者たちは放逸することなく、よい師を相続した人がどの国や地方にいるの
かを尋ねる。
［その師を］得てから何ヵ月も何年も仕えて、奉仕を正しい在り方の通
りになし、喜ばすべきである。その人の身体と言葉の行をとても悪い在り
方で行われても、それを見ずに、正法を取るべきである。
例えば蜜蜂が花を把握した時に、蜂蜜を運び去った後に花を忘れてしま
うように、その賢者もそれと同じように行じている。すなわち行の正しい
在り方を見ずに、その教誠を聞いているのである。
その教えのために心を修習すれば、 この時に菩提が得られるので、 『チャ
注9Z
クラ・サンヴァラ』などのタントラの教誠を師の相続をもつ方にお願いす
るべきである。
第二の潅頂を捨て、マントラの教義を知らなければ、多くの分別に縛ら
注兜
れているので、速やかには成仏しないであろう。
また言う。
ムニの華やかな教えが損なわれ、師の正法を壊す者が、今この時に説法
を壊すならば、仏自身の弟子以外の異教徒や凡夫は、ムニの教えを誰も壊
すことはできない。
特に出家者が壊す。ある者は、真言のタントラに従って誤った行をなし、
他者にも誤って示す。ある者は、般若波羅蜜の如実の意味を知らずに、因
果などの世俗を否定し、 「自性は清浄である」と言う。
ある者は、別解脱律の学処に説かれた限りのものを捨ててから、在家の
注92Cf塚本1989:251-252.
注93BPP272の引用からここまでは、山口1982:77-79に和訳が提示されている。
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注“
者と一緒に経堂でも国土や利益などについて色々な話をなす。
『聖入梧伽経』に、
私の教えを傷つけ、袈裟の衣を着て、結果の有無を論じる者が、未来に
“＄
生じるであろう。
とお説きになられている。また同じものに、
注％
カリユガの最後には世間の者は正法を修習しない。
とお説きになられている。偉大な賢者ヴァスバンドゥも［『倶舎論』に]，
師という世間の眼は閉じてしまい、証人たる人も大方滅したので、真実
を見ずに自分が喜ぶことを行う悪い考えの者たちによりこの説法は乱され
ている。
自在者と自在者の説法を愛する者たちは最高の寂静に赴き、保謹者が存
在しないので、束縛なしに功徳を討ち滅ぼす垢による快楽が今ここで行わ
れている。
そのように、ムニの説法はこの心地よさが喉に至っているのと同じであ
り、垢の力をそなえた時と知ってから、解脱を望む者たちは不放逸でいな
性”
さい。
とお説きになられている。
注94山口1982:79.
注95LAS,p.333.5-6(Tib.P.No.775,Ngul95a6-7,Jap.安井1976:297):
bhavi5yantyanagatekalemamaSaganadiisa"h/
唾ayavasovasanahsad-asat-kalya-vadinah"546"
注96LAS,p.363.1(Tib.P.No.773,Ngu204b4,Jap.安井1976:324-325):
kaliyugantelokaiScasad-dhamohinabhavitUn"786"
注97AKK8.41-43(Tib.P.No.5591,Ngu93b4-6).Skt.AKBh,p､460.4-13(Jap.桜部
1981:386):
nimIliteSastarilokacakSu5ikSayamgatesakSijanecabhilyasa/
adrStatattvairniravagrahaihknamkutarkikaihSasanametadakulam"41"
gai6"'thaSantimparmnamSvayambhnvisvayambhiivahSasana-dhUr-dharclUca/
"WMMg.:"HMiffmmifaMMEMammyacaWaic"42"
itikan!ha-gata-pranamviditvaSasanammuneh/
bala-kalammalanamcanapramadyammumukSubhih"43"
『倶舎論』のこの結頌が第八章末尾にある点については、桜部1981:387を参照。
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この聖者の概説を詳しく述べたものを、仏説が存続する限り、その悲心
である菩提心をそなえた者は、精進して昼夜修行しなさい。
『菩提道灯論細疏』と言うベンガルの王の種姓を相続し、シャーキャの比丘
で、偉大な賢者で、菩薩行をなされたディーパンカラシュリージュニャーナに
注98
よる著作を終わる。
信仰という大地に戒という種子は依存し、慈愛という新芽を三昧という
水で濡らし、根が悲心であり、水は菩提心である。枝は［六］波羅蜜で、
葉は集めたものである。
花は七宝であり、実は六念である。十善の香りで満たされ、弟子という
烏が集まる。その最高の樹のような菩薩がベンガル生まれのディーパンカ
ラシュリー・パーダである。
今現在、仏を継承しており、人の中央で太陽のように生まれ、名声はよ
く知られており、善妙なる宗教を知っており、律儀により制御されており、
賢者の能力をもっており、貴種たる者たちの師に適している。
彼は諸仏の唯一の子供であり、想と意楽は金と三日月に似ている。彼岸
に行く者たちの想と行道に同意し、法の解説も示す。
彼岸を全く信じない者には、毒と同じように捨てる想を働かせる。悪い
行為を捨て、行道を損なうことはなく、刹那刹那に対治の力を備えている。
善妙なる行為により中央の国に生まれ、善妙なる生まれで、王の種姓に
生まれる。善妙なる種姓の相続で、大乗の種姓に生まれる。善妙なる誓願
により、仏子として生まれる。
そのような師である菩薩ディーパンカラシュリージュニャーナは大悲を
備えている。その最高の人を望んだ弟子がシャーキャの比丘トゥルティム。
注98根本偶は、 PP273-276:
長老ディーパンカラシュリーが経典などの法から解説しているのを見たチャン
チュップ・オゥーがお願いをして、菩提への道の解説がまとめられた。
という句で終わる。
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ゲルワーである。
信仰と尊敬による奉仕を正しい在り方のままになすことによる誓願の心
髄が『チャクラ・サンヴァラ・ヨーガ・タントラ・ラージャ』である。八
万四千の法の集まりから心髄の心髄となったものがこれであり、昼夜あら
ゆるとことで心でこれを修習しなさいと言う。
彼が近くに示したものを損なうことなく許可された者は、ナクツォーの
私一人を除いて、他のチベット人の弟子はいない。その師を信じ、尊敬す
ることで身・口・意により常に帰依をする。
インドの偉大な賢者、師で、ベンガルの菩薩であるディーパンカラシュリー
注”
ジュニャーナと、翻訳官の比丘トゥルティム・ゲルワーが翻訳し、編集した。
名声がよく知られており、善妙なる宗教を知られ、太陽のように利他を
某の者になされる、そのようなその聖なる尊者が、ガリの三つの地域を正
法で飾られた。
チャンチュップ・オゥーとツルティム・ゲルワーが心を込めてお願いを
注1伽
するので、 『[菩提］道灯論細疏』という、知識と遊戯により広げられたこ
れを著しになられてから、 「すべてを説いてはおらず、秘密と理解しなさ
注lO1
い」と説かれている。
本書を著した善により、 自分と他者のすべてが、 このテキストの意味を
すべてありのままに理解してから、一切智の王の位をすぐに得るように。
有情の無量の利益が自然に成立するように。
注99デルゲ版とチョーネ版は、ここで終わり、以下の偶頌を欠いている。
注100Tib.:rtseba.
注101コロフオンについては、 Chattopadhyayal967:453-454に英訳がなされている。
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